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研究課題名「疑義照会システムを用いた院内疑義照会の実態調査」に関する情

報公開 

 

１．研究の対象 

2023年 12月 1日以降から 2025年 3月 30日までに名古屋大学医学部附属病院薬剤部で処

方箋に対して疑義照会が行われた患者さんを対象とします。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：薬剤師が行う疑義照会は薬剤師法に基づき医薬品の適正使用及び医療過誤

の防止として必須です。その記録は多くの施設で紙媒体保存にて対応されるため、内

容を事後に精査することが難しい状況にあります。 

紙媒体での運用には、処方医が疑義照会内容を容易に事後確認できないという弊害

もあります。これらの問題に対処するため電子カルテシステムにて疑義照会進捗、内

容（薬剤、用法、投与など）、結果を含めた管理が可能なシステムを 2023年 12月に

構築いたしました。 

このシステムを活用することで疑義照会に関するデータを電子カルテへ電子的に保

管し、疑義照会内容の事後的な精査が可能となりました。禁忌・適応外処方の把握は

病院機能の把握として重要であり、システム集計により処方の何%が対象であるかを可

視化することができます。 

また、疑義照会によって発生した不必要な投薬の削減は医療経済および医療経営に

おいて重要なデータとなります。これまで、疑義照会による医療経済効果は調剤薬局

でのみ報告されており、病院からの報告が皆無でありました。疑義照会区分ごとの件

数を集計することによって、処方エラーのリスクとして高い内容を精査が可能とな

り、構築システムを用いた集計は新しい知見となります。 

 

研究方法：Excel保管された疑義照会データを基に集計を行います。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2028年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

総疑義照会件数に対する禁忌、適応外処方、処方削除、修正件数、疑義照会集計に

要する時間や総削減医療費等を調査します。 

 



 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望

があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。ただし、実施承

認日から 1ヶ月（情報収集前まで）に限り対応可能です。 

 

  連絡先： 

住所：郵便番号 466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町 65 電話: 052-744-2680  

担当者氏名：名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 久保田 亜希  

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 池末 裕明 


